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中学校技術・家庭科における消費者教育の授業づくり 

－ 主体的に考え、判断し意思決定できる生徒の育成 － 

 

柴 﨑 厚 子１ 

 現代の社会において消費者教育は重要であり、技術・家庭科では主体的に生きる消費者の育成を目指した指

導の充実が求められている。本研究では、消費者教育の基礎概念である意思決定の指導を見直し、意思決定プ

ロセスを用いた商品選択の教材を開発して、主体的に考え、判断し意思決定できる生徒の育成を図った。その

結果、自らの価値観に基づき主体的な意思決定ができるようになり、消費生活に対する関心が高まった。 
  

(2)新しい中学校学習指導要領 はじめに 

学習指導要領解説技術・家庭編（平成20年９月）「Ｄ

身近な消費生活と環境」の「(1)家庭生活と消費」では、

「中学生の身近な消費行動を振り返ることを通して，

家庭生活における消費の重要性に気付き，消費者の基

本的な権利と責任について理解を深めるとともに，物

資・サービスの適切な選択，購入及び活用ができるよ

うにすること」をねらいとしている。 

  

平成16年、経済社会情勢が大きく変化する中で「消

費者基本法」が改正され、制定された。その中で、消

費者政策の基本理念として消費者の権利の尊重と消費

者の自立の支援が明記され、消費者教育の充実に向け、

国及び地方公共団体は必要な施策を講ずることと規定

された。また平成20年３月、中学校学習指導要領が改

訂され、社会の変化に対応し、「Ｄ身近な消費生活と

環境」においては、社会において主体的に生きる消費

者をはぐくむ視点から、消費者の自覚や環境に配慮し

た生活の工夫などにかかわる学習について、中学生の

消費生活の変化を踏まえた実践的な学習活動を重視し

て改善が図られた。 

(3)家庭科における消費者教育指導の課題 

一方、永田・近藤（2005）は、中学校教員を対象と

した意識調査を行い、消費者教育が推進されるための

課題として、「消費者教育の意義や基本概念に関する

理解が十分でない現状」を挙げている。 

これまでの自分の実践を振り返ってみても、消費者

トラブルの対応等に指導の力点が置かれ、消費者教育

の意義や基礎概念の一つである意思決定の指導に難し

さを感じていた。 

そこで、中学校技術・家庭科における消費者教育の

指導の充実を図るために、基礎概念の一つである意思

決定ができる生徒の育成を目指した研究を行った。 

そこで、主体的に考え、判断し意思決定できる生徒

の育成を目指して、研究テーマを設定し、意思決定の

力をはぐくむ消費者教育の授業づくりに取り組むこと

とした。 

 

研究の内容 

 

１ 研究テーマの設定 

(1)「特定の課題に関する調査(技術・家庭)」  

２ 研究仮説  国立教育政策研究所の「特定の課題に関する調査（技

術・家庭）」（平成21年３月）によると、販売方法の

特徴や消費者保護に関する学習が好き、と肯定的に回

答している生徒は42.8％、また、家庭で商品を購入す

る際に販売方法の特徴や消費者保護に関する学習を参

考にしている生徒も41.8％であり、消費生活の学習へ

の関心はあまり高くなかった。分析結果から見た主な

課題と指導上の改善として、「衣食住や家族に関する

学習の中に身近な消費生活や環境問題と結び付けた具

体的な事例を取り入れた指導を行い，その結果を整

理・考察したり，他教科と関連させるなどして，確実

な概念形成を図るための指導の工夫が重要である。」

と示された。 

意思決定は日常生活のあらゆる場面で行われている

が、判断基準が不明確ならば、単なる選択にすぎない。

適切な意思決定とは、基礎的な知識・技術を身に付け

た上で自己の価値観を形成し、それに基づいて判断し

決定することと考える。佐藤（2009）は、「価値判断

出来る力や適切な意思決定をする能力は，瞬時に形成

されるものではなく，一つ一つ積み重ねられていくこ

と，すなわち生活の中で繰り返し学習することにより

確固たるものになっていくのである」と述べている。  

また、角間（2003）は、高校生を対象にした意識調

査をもとに「意思決定及び意思決定プロセスを認識す

ることは，意識的意思決定の重要性を高め，実践に対

する積極的姿勢に関わる。」と述べている。中学校で

の意思決定に関する授業実践の報告は多くはないが、

目的の把握、情報収集、判断基準に基づいた比較・検
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討、選択、決定、評価といった意思決定プロセス（第

１図）は、中学生が無意識的な意思決定から自らの価

値観に基づいた意識的な意思決定ができるようになる

ために役立つと考えられる。 
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第１図 本研究における意思決定プロセス 

 

 そこで、主体的に考え、判断し意思決定できる力を

はぐくむためには、消費生活に必要な知識を習得した

上で、意思決定プロセスの活動を繰り返し行うことが

有効であると考え、次の研究仮説を立てた。 

 

 

 

 

  

本研究では、生徒が自己の価値観を形成するための 

基本的な知識・技術を身に付けること、また適切な意

思決定のために意思決定プロセスを活用することを重

視して、検証授業を計画し実施した。 

 

３ 検証授業 

(1)検証授業の概要 

 実施期間 平成21年９月９日～11月５日 

 対象生徒 第１学年 ３学級（99名） 

 授業時数 ６時間 

 題材名  わたしたちの消費と環境 

(2)題材の設定 

中学生に身近な題材を設定するために、所属校の生

徒を対象に事前調査を行った。その結果、購入する商

品は、衣類や食品、文房具などが多く、購入の際の判

断基準となる条件項目では、「値段」、「デザイン」が多

かった。また、６割の生徒に買い物の失敗経験があっ

た。その内容は、「買った商品が他店ではもっと安かっ

た」、「サイズが合わなかった」、「すぐに壊れた」、「通

販で買ったら想像していた物と違っていた」等であり、

商品選択の技術が身に付いていないと考えられる。消

費生活について考えていることは、「欲しい物があった

らすぐ買ってしまうので直したい」、「良い物を選びた

い」、「よく考えて、選ぶようにしている」等の回答が

見られ、よりよい消費生活を望む様子がうかがえた。

一方、「即断即決」、「欲しくなったら買う」といった記

述もあり、消費に対する考えが多様であることが分か

った。これらの結果から、衣類、食品、文房具などの

身近なもので、各自が欲しい物を適切に購入させたい

と考えた。 
そこで、中学生が身近な商品の購入を通して、消費

者の基本的な権利と責任について理解を深めることと、

物資･サービスの適切な選択、購入及び活用ができるこ

とをねらいとして、題材に「わたしたちの消費と環境」

を設定した。 
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ア 消費者の権利と責任についての理解 

消費者の権利と責任は、主体的な消費生活に必要な

基本的知識であり、適切な意思決定とは、その知識に

基づいたものと考える。しかし、消費者の権利と責任

は、生徒が自分の消費生活と関連させて理解しにくい

ところである。そこで、実際の消費生活や最近のニュ

ースなどとかかわらせたり、ロールプレイングなどの

実践的・体験的な学習活動を取り入れたりして、身近

なこととして考えさせる工夫をした。 

具体的には、事前調査で生徒が記述した「買った物

が、すぐに壊れてしまった」場合は、補償を受ける権

利に基づき、事業者に補償を求めることができること

に気付かせたり、食品偽装の新聞記事から批判的意識

を持つ責任に気付かせたりするなどである。 

消費生活に関する基本的知識を踏まえた、意思

決定プロセスの活動を授業で取り入れ、繰り返し実

践させる。このことにより、生徒は適切な意思決定が

できるようになり、主体的に行動する自立した消費者

としての意識が高まる。 
悪質商法とその対応については、ロールプレイング

を通して、事業者・消費者双方の問題点を具体的に考

えさせた。そして、消費者には商品やサービスを選択

する権利があることや批判的意識を持って行動する責

任があることなどを理解させた。 

また、生徒が意思決定プロセスに沿って考える際に

も、安全を求める権利や環境への配慮をする責任など

をポイントに挙げ、知識の理解を図った。 

イ 意思決定プロセスの体験 

 第２図は、授業で使用した意思決定プロセス表であ

る。 
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第２図 意思決定プロセス表 
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 商品を適切に選択、購入、活用するためには、消費

者の権利と責任を踏まえて、情報収集、自らの価値観

に基づいた比較や検討、判断等、第１図に示した意思

決定プロセスを繰り返し実践していくことが重要であ

る。そこで、生徒が自らの意思決定プロセスを記入す

ることができる表を開発した。これは、高校生用のワ

ークシートを参考にして、中学生が記入しやすい形に

工夫したものである。この表を意図的に繰り返し活用

した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 (4)題材の指導計画 第３図 悪質商法 ロールプレイング 

   指導計画は全６時間で、次の通りである（第１表）。 

【第４・５・６時】「自立した消費者」「物資・サー

ビスの選択、購入及び活用」 

第１表 題材の指導計画 

時 指導項目 学習活動 

１ 
自分や家族の消費 

生活への関心 

・消費生活に関する自由記述

・自分や家族の買い物調査 

２ 

消費者の基本的な 

権利と責任 

・販売方法・支払方法の特徴

の理解   

・消費者の基本的な権利と 

責任の理解 

３ 
消費者を取り巻く 

問題 

・悪質商法とその対策の理解

４ 

自立した消費者 

 

物資・サービスの 

選択、購入及び活用 

 

・意思決定プロセスの体験  

①説明なし 

②説明を受けての模擬体験 

５ 
・意思決定プロセスに沿った

買い物体験 

６ 

・買い物体験発表 

・再度、意思決定プロセスに

沿った商品選択 

・消費生活に関する自由記述

第４時の始めに、生徒が日常行っている商品選択を

意思決定プロセス表（第２図）に記入させた。その後、

生徒はジュースの容器を用いて、情報収集の方法を考

え、判断基準を設けて商品選択を行う模擬体験を、意

思決定プロセス表に記入しながら行った。ジュースは、

生徒が購入する身近な商品であり、食生活との関連を

図ることができること、また、情報がパッケージに記

載されており、生徒一人ひとりの判断基準で選択でき

ることから教材に適していると考えた。生徒は、情報

を確認し、果汁の割合、産地、値段、栄養成分、メー

カーなどから判断して、ジュースを選択した。 

 第５時は、意思決定プロセスに沿った買い物体験を

各自が家庭で実施し、その結果を表にまとめ、グルー

プ内で発表した。家庭には、事前に学年便りで買い物

体験について知らせ、協力をお願いした。生徒は、洋

服、靴、かばん、文房具、菓子などを意思決定プロセ

スに従って、考えて購入していた。 

第６時は、グループごとに買い物体験のクラス発表

を行い、いろいろな商品の選択方法を学び合う機会と

した。また、第４時と同じ商品を選択するときの意思

決定プロセスを表に記入した後、まとめとして、「私

が目指す、○○な消費者とは」というテーマで再度自

由記述を実施した。 

 

(5)検証授業の展開 

【第１時】「自分や家族の消費生活への関心」 

導入として、「私が目指す、○○な消費者とは」と

いうテーマによる自由記述と自分や家族の被服関連商

品の買い物調査を実施し、消費生活の学習への関心を

高める授業の展開や情報収集とその活用の重要性に気

付かせた。 

(6)検証授業の結果分析と考察 

ア 意思決定プロセスの条件項目数の変化 

主体的に考え、判断し意思決定する力がはぐくまれ

たかどうかを、意思決定に至るまでの条件項目数の変

化から探った。条件項目数が増えるということは、不

明確だった意思決定に至るまでの判断基準が明確にな

り、多角的に考え選択していることを示す、と考えた

からである。第４図は、検証授業で４回行った意思決

定プロセスにおける条件項目数の平均値の変化を示し

たものである。回を重ねるごとに条件項目数が増え、

判断基準が明確になっていったことが分かる。学習で

得られた消費者の権利と責任に関する知識をもとに、

各自が収集した情報から判断基準を設けて意思決定す

る、といった変化がもたらされたと考えられる。  

【第２時】「消費者の基本的な権利と責任」 

 事前調査の結果と関連させることにより商品の購入

に対する関心を高め、生徒自身が商品を購入するとき

にも消費者の権利や責任が伴うことに気付かせた。ま

た、それを踏まえて、主体的な消費者としてどのよう

に行動していけばよいかを考えさせた。 

【第３時】「消費者を取り巻く問題」 

多様化、複雑化している悪質商法とその対策につい

ては、実践的・体験的な学習活動としてロールプレイ

ングを行った（第３図）。その後、生徒はワークシー

トに悪質商法とその対策をまとめた。 
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第４図 意思決定プロセス条件項目数の平均値の変化 

 

イ 意思決定の質的な変化 

抽出生徒の意思決定プロセス表の１回目と４回目を

比較し、その質的な変化を見た。 

 

 

 

第５図 生徒Ａの意思決定プロセス１回目と４回目 

 

第５図左は、生徒Ａの１回目の意思決定プロセスで

あるが、選択肢はなく、条件項目が予算だけであった。

右は同じ生徒の４回目の意思決定プロセスである。四

つの選択肢を設け、「好み」、「好みのメーカー」、

「色」、「だれも持っていない」と多角的に考えて条

件項目を挙げるようになった。 

第６図は、生徒Ｂの１回目と４回目の比較である。 

左側の１回目は、自分の好みに関する項目が三つ、予

算が一つ、条件項目になっている。右側の４回目では、

情報収集をして３種類のスカートを選択候補に挙げた。

そして、条件項目として「肌触りがよい」（素材）や

「他の服との組み合わせ」が加わり、より多くの視点

から判断基準を考え、比較・検討して決定できた。 

 

第６図  生徒Ｂの意思決定プロセス１回目と４回目 

 

ウ 意思決定プロセスに沿った買い物体験をした生徒 

の感想 

意思決定プロセスに沿って買い物をすることで適切

な商品選択ができたかどうかを生徒の感想から探った。

その結果、約７割の生徒が肯定的な記述をしていた。      

次の文は、生徒が書いた感想の例である。注目した

点には、下線を引いた。 

○商品を選ぶときにこんなにいろいろ考えたのは初め

てです。安くてもデザインが悪いとか、高いけど履

き心地が良いなどの物がありました。なかなか条件

が一致しなかったけど、最後には、良い物が買えて

良かったです。 

○デザイン・値段・サイズなどを確認して買ってみま

した。買った物が実際使ってみて壊れたりしないた

めにもじっくり選んでむだにならないように買い物

したいです。 

ｎ=99 

１回目 ４回目 

１回目 ４回目 

○私は今まで買いたいと思った物はだいたい手にとっ

ていつも買ってしまいました。でもこの授業を受け

て本当に必要な物かということを考えるようになり

ました。これからも買い物体験でやったことをやっ

ていきたいです。安全にも気を付けて買い物をして

いきたいです。 

これらの記述から、商品を選択するときに十分に情

報を収集し、自らの価値観によって判断をしたことが

分かる。意思決定プロセスを繰り返すことにより、商

品購入の際に、様々なことを考えて選択する意識が育

ってきたと思われる。また、安全を求める権利や環境

への配慮をする責任、批判的意識を持つ責任など消費

者の権利と責任を考えながら行動したことがうかがえ

た。 
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 エ 学習を通しての消費者意識の変化 

検証授業６時間で主体的に行動する消費者としての

意識が高まったかを、第１時と第６時に行った「私が

目指す、○○な消費者とは」の記述内容の変化から考

察した。ここでは、生徒の記述を４種類に分類して、

「考えた消費」、「情報の活用」、「環境への配慮」

の３項目を消費者意識のプラス項目、「消極的消費」

をマイナス項目ととらえた（第７図）。第１時に比べ

て、第６時ではプラス項目が増加し、マイナス項目が

減少した。さらに、各項目を見ていくと、「考えた消

費」に分類される記述が、第１時は29.9％だったが、

第６時には51.1％に増加した。一方、「消極的消費」

は、25.3％から12.5％に減少した。実践的・体験的な

学習活動や意思決定プロセスに沿った商品選択の授業

により主体的に考えようとする姿勢が育ち、消費生活

に対する関心が高まったことを示していると考える。 

 

第７図 消費者意識の変化 

 

次に、抽出生徒の記述から質的な変化を見た。次の

記述は、生徒Ｃの第１時と第６時の比較である。注目

した点には、下線を引いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６時【計画的な消費者】 

買うとき・買う前に商品を見て自分の目的にあ

った選び方ができるようになりたい。意思決定プ

ロセスなどを参考にして計画的な買い物ができた

らいいなと思う。そうすることによってむだ遣い

が減り、さらに自分の理想にあった商品を買うこ

とができると思うからです。現在の私も気をつけ

なければいけないと思うし、将来の私もしっかり

自分の目指す消費者になれていたらよいと思いま

す。 

第１時の記述では、環境への配慮を目指したものに

なっている。最初の授業で書かせたものであり、環境

についての学習はまだ行っていないので、これまでの

学習や生活経験に基づいて書いた内容と思われる。 

第６時の記述では、計画的な消費者を目指しており、

その方法として意思決定プロセスを利用すること、そ

の理由として、むだ遣いが減ることや自分の理想にあ

った商品を選ぶことができると述べている。また、将

来を見すえた消費者像についても記述している。 

51.1 

29.9 10.3 

23.9 

34.5 

12.5

25.3

この学習を通して、主体的に考え、判断し意思決定

できる力がはぐくまれ、これからの消費生活について

も前向きに取り組もうとする意識が育ってきたことが

分かる。 

  

４ 研究の成果と今後の課題 

(1)研究の成果 

本研究を通して、明らかになったことは次の二点で

ある。 

 一つ目は、意思決定プロセスを活用し、繰り返し学

習することにより、自らの価値観に基づき、主体的に

考え、判断し意思決定する力がはぐくまれたことであ

る。各自が課題を持ち、考えて買い物体験を行ったり、

まとめとして意思決定プロセスを表に記したりしたこ

とから、自分の考えを決定していく方法が分かってき

たと考えられる。 

二つ目は、消費者を取り巻く問題や消費者の権利と

責任、適切な商品の選択などを実践的・体験的な学習

活動を通して具体的に学習することにより、主体的に

行動する消費者としての意識が高まったことである。

ロールプレイングや意思決定プロセスに沿った買い物

体験等により、消費生活に対する関心が高まるととも

に理解も深まり、自分の生活に関連させて考えること

が容易になった。これにより、消費生活をより良くし

ようとする態度がはぐくまれたと考えられる。 

(2)今後の課題  

研究を通して今後の課題となっているのは、次の三

点である。 

第一に、新学習指導要領移行後の年間指導計画につ

いてである。中学生は、３年間で心身ともに大きく成

12.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第 1 時

第６時 

n=99 

考えた消費 (必要どうかよく考えて買う、計画的に買うなど）

情報の活用（買うときに情報を確かめるなど） 

環境への配慮（物をむだにしないなど）

消極的消費（あまりお金を使わないなど）

第１時【環境に優しい・むだ遣いのない消費者】 

買う物をなるべく環境に良い物を買うようにし

たい。未来はどうなっているかわからないし温暖化

も進み続けているから少しでも環境に優しくした

い。また、環境に優しい商品だけでなく必要な物以

外は買いすぎないこともエコになると思うので、そ

れもできたらいい。物資の部分だけでなく、サービ

スにおいても水道代や電気代の削減にもつながる

し、エコにもなるのでむだ遣いしないようにした

い。 
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長し、生活範囲も広がっていく時期である。その中で、

どの学年でこの題材を学習するかは、判断が難しい。

例えば、中学１年生での学習では、消費についての情

報収集や価値判断が未熟であることが予想される。し

かし、１年生で学んだことを２、３年生で再度、他の

内容と関連させて扱うことで、消費生活への関心を高

めることになるとも考えられる。一方、中学３年生で

の学習では、それ以前に学習する衣食住の内容との関

連を図ることが難しいという課題はあるが、精神的に

も成長し、視野が広がり、より関心を持って学習に取

り組むことができると考えられる。また、近年中学生

の消費者トラブル、とりわけ通信手段を使ったトラブ

ルが急増している。消費者トラブルを未然に防ぐため

にも消費者意識を高めていくことが求められる。以上

のことを考慮し、生徒の発達段階も考え、３年間を見

通した年間指導計画を立てることが大切である。 
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第二に、「Ｄ身近な消費生活と環境」と家庭分野の

他の内容とをかかわらせた授業展開についてである。

新学習指導要領解説では、「指導に当たっては，『Ａ

家族・家庭と子どもの成長』，『Ｂ食生活と自立』又

は『Ｃ衣生活・住生活と自立』の学習との関連を図っ

て適切な題材を設定し」と示されている。そこで、「Ｄ

身近な消費生活と環境」と結び付けて指導する項目を

次のように考えた。 

 

 

 

 

 

 Ａでは、家庭の基本的な機能とかかわらせて、日常

生活では常に物資やサービスを消費していること、Ｂ

では、食品の選択や消費を食の安全や食糧自給率など

とかかわらせて適切に行うこと、Ｃでは、目的や表示

などを考慮して衣服の選択や手入れを行うこと等が挙

げられる。「Ｄ身近な消費生活と環境」で学習したこ

とを日常生活で実践するためには、授業の中に繰り返

し消費生活とかかわらせた内容を盛り込んだり、家庭

と連携して実践を行ったりすることが大切であり、こ

のことが消費生活への関心をより高めることにつなが

ると考えられる。また、衣食住生活の内容に関連する

具体的な事例で意思決定プロセスの学習をすることに

より、意思決定する力が更に高まると考えられる。 

 第三に、必要性が実感される消費者教育の展開につ

いてである。生徒の生活は多様化しており、興味・関

心も様々である。生徒の一部には、日常生活で本来自

分が行うべきことや買い物などのほとんどを家族に任

せ、消費生活への関心が高くない傾向も見受けられる。

そういった生徒も意欲を持って主体的に取り組むよう

な題材設定が必要となる。本研究では、各自が欲しい

物を購入するという体験をした。このように、目的の

達成が自分自身の課題解決につながることにより、主

体的に取り組む姿が見られた。今後も、例えば、部活

動で必要な物品、修学旅行で準備する物、家庭で必要

な物の購入等、生徒が関心を持って取り組むことがで

きる教材開発が求められる。 

  

おわりに 

  

家庭科教育で「主体的に生きる消費者」を育てるに

はどうしたらよいかを探りながら研究を行った。その

結果、実践的・体験的な学習活動や意思決定できる力

をはぐくむ授業が有効であり、消費生活への関心を高

めることが明らかになった。生涯を通じて主体的に生

活していくために、ライフステージに応じた消費者教

育が推進されているが、徐々に大人に成長していく中

学生に対して、自立の一歩となる授業を今後も考えて

いきたい。 

  

引用文献 

国立教育政策研究所 2009 「特定の課題に関する調査

（技術・家庭）」(http://www.nier.go.jp/kaiha

tsu/tokutei_gika/index.htm（2009.4.8取得）) 

p.177 

文部科学省 2008 『中学校学習指導要領解説 技術・ 

家庭編』 教育図書 pp.66-67 

Ｃ 衣服の選択と手入れ 

Ｂ 日常食の調理と地域の食文化 

Ｂ 日常食の献立と食品の選び方 

Ａ 家庭と家族関係  
角間陽子 2003 「家庭科教育における意思決定能力育

成のための学習内容及び方法の検討－生徒の意識

調査をもとに－」（『松本短期大学紀要』 12巻） 

p.46 

佐藤文子 2009 「家庭科教育における意思決定能力育

成の必要性」（佐藤文子編著『家庭科教育におけ

る意思決定能力』家政教育社） p.10 

永田恵子・近藤恵 2005 「家庭科における消費者教育

指導の現状と課題－山梨県の中学校の場合－」

（『山梨大学教育人間科学部紀要』 Vol.7 No.1） 

p.142 

 

参考文献 

甲斐純子 他 2006 「適切な意思決定力をもった消費者

を育てる家庭科学習の在り方」（福岡市教育セン

ター家庭，技術・家庭科研究室 『研究紀要』 第

744号） 

高橋恵美 2007 「技術・家庭科家庭分野における基礎

的な知識と技術を習得させる学習指導に関する研

究－消費生活学習の手引の作成とその活用をとお

して－」（岩手県立総合教育センター 科学産業教

育室『2007平成19年度（第51回) 岩手県教育研究

発表会発表資料』（http://www1.iwate-ed.jp/ka

nkou/kkenkyu/163cd/h19_07b2.pdf（2009.4.6取

得））） 

http://www.nier.go.jp/kaihatsu/tokutei_gika/index.htm(2009
http://www.nier.go.jp/kaihatsu/tokutei_gika/index.htm(2009
http://www1.iwate-ed.jp/kankou/kkenkyu/163cd/h19_07b2.pdf
http://www1.iwate-ed.jp/kankou/kkenkyu/163cd/h19_07b2.pdf

